
＜校種別＞ 107件
小学校73、中学校21、

その他13

＜内容別＞ 118件
○電話等による問い合わ
せ等（管理簿等） 57

○設定支援
iPad初期化、モビコネ

クト操作、著作権につい
て、デジタル教科書アカ
ウント設定他 20
○訪問、その他
iPad・Win機交換、バー

コード実証実験等 26
○研修他
T-Net研修補助、特別研
修等 15

7/14提出の情報端末管
理簿（「管理簿」）の追々
調査が依然続いています。
これまで、3月、6月と、

3ヶ月を目安に各校の自主
点検をお願いし、そして
次は9月を予定していたも
のの、想定以上の追調査、
追々調査に時間がかかっ
ています。

2022/3月末に市から各
校に示された端末とアカ
ウントが紐付けされた
「原簿」と、提出された
「管理簿」とのずれが生
じていることが主な原因
です。
さて、今回の「管理簿」
の整理を受け、市の「原
簿」と各校の現状を反映
した「原簿」（A3版）と
の一致を確認する必要が
あります。

このため、１２月当初
を期限に、各校の「端末
とアカウントの紐付け」
を提出いただくようにな
ります。

快晴に恵まれ、小学３
年生が校庭で太陽とかげ
（影）の観察を行ってい
ました。
小学３年生では、太陽

は「東から昇り西に沈み、
かげは光源の反対にでき
ること」を学びます。
中学校では、季節ごと

の太陽の動き、南中高度、
黒点の動きから「球」で
あることを中学３年生で

学びます。
以前は、中学１年生で

扱っていましたが、「生
徒の空間的理解能力が未

発達である」ことが指摘
され、理科、数学の空間
的処理に関する単元は上
の学年に移されました。

以前から、見えないも

のや空間的なものこそ、I
CT利用と言われています。

＜黒点を調べる＞

雑誌の付録の天体望遠
鏡を太陽に向け、２枚の
写真を撮りました。

望遠鏡の影（各写真の上
部赤矢印）が長いのは、
望遠鏡が太陽に向かって
いないのです。

「望遠鏡で太陽を見て
はいけない」（知識）の

ですから、見ないで太陽
に向けるには「影の長さ
が最小となるようにしま

す。」（技能）
知識と技能の絶好の育

成場面です。付録ででき
るのですから簡単です。
次に白い紙を望遠鏡の
レンズに近づけます。

矢印の○は太陽
で、移動も観察
できます。これ
をiPadで撮り、拡大すれ
ば黒点が分かり
やすくなります。

次に「宇宙天

気予報（NICT）」
（右のＱＲコー
ド）でネット検索します。
すると現在の黒点の様子
が示されており、理解が
深まります。
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＜GoogleClassroom＞
GoogleClas

s roomのクラ

スに教師は20
人入ることが
できましたが、

９月下旬の仕様変更で、
５０人入ることができる
ようになっています。
大規模校で「研修クラ

ス」を作成して「研修」
することは可能ですが、
「校務」としての文書等
のやりとりをしないよう
にしてください。

本市は、学習はGoogle、
iPad。校務処理はTeams、
校務PC（教材作成他を含
む）の使い分けをしてい
ます。
2022/10/21、富山市

の中学校での成績共有事
故の未然防止です。

知っておきたいICT


